
７月１５日（金）１８：００～１９：００ 第二回 里山・棚田プロジェクト会議 
日  時：平成23年7月15日（金）18：00～19：00 

場  所：北九州市森林組合 

参加人数：9名 

 

■会議内容 

１、里山・棚田プロジェクトの趣旨説明 

 今までの活動は、準備から作業、片付け、そのときに感じる思いや考え等を現場で完結することが多か

った。里山・棚田プロジェクトでは、今後現場だけで完結せず、トラストの活動をより身近に感じてもら

うために、自分の生活の中に「里山」を取り入れていこうという取り組みであることを改めて説明。（今年

度から始まったプロジェクト） 

 

２、第一回目の会議のふりかえり 

ブレーンストーミングによってアイディア出ししたものを読み返す。（別紙１ 参照）また、その中から「竹

チップによる家庭生ゴミ処理」と「家族が日常的に使う本格箸づくり」を行っていくことを確認。 

 

３、竹チップによる家庭生ゴミ処理について 

 各々が実際に家で行ってみよう、と能美さんが提案。また、その際に竹灯づくりで出てきた竹チップを

使うことにする。 

それを踏まえた上で、すでにコンポストによる生ごみ処理を実践して

いる畠中さんによるコンポストについての説明。実際に生ごみからでき

た堆肥も見せてもらった。（写真１） 

 話し合いの結果、コンポストに使う道具や方法が決まった。詳細につ

いては８月３日竹灯づくりの時に用紙を配布する予定。また、参加され

ない方に関してはメールやＦＡＸでも送る予定。 

 ８月３日（水）竹灯づくりにて各々で開始する。 

 

 

４、家族が日常的に使う本格箸づくりについて 

 能美さんが持参した箸をつくる道具を紹介。（写真２）カンナで削りな

がら箸をつくっていく道具。この道具を使い、次回の会議では実際に箸

を作ってみようということになった。 

箸になる材料は未定だが、できるだけ丈夫な木、また、竹を使ってみ

ようという案がでた。次回の会議は体験的に行うものなので杉を使う。 

 

５、スタードームについて 

 赤松さんが持ってきた、スタードームについての資料と実際に使用で

きる竹材、紙で作ったスタードームの模型を見ながら話し合った。（写真

３） 

 スタードームとは、竹を使用して作った、半球型のドーム状のもの。

大きさは直径6ｍほどのものから10㎝程度のものまでさまざま。使用方

法は多数あり、布を張って基地にしたり、プラネタリウムにしたり、小

さいものでは灯篭などにも使われる。（参考HP：www.stardome.jp/） 

 今回は直径約3ｍ、高さ約１．５mのものを畑に作り、その上にカボ

チャ等のつる性の作物をはわせてみよう、という予定。そうすることで、イノシシ等の被害にあう可能も

少なく、日陰のスペースも確保でき、見た目もユニークという効果が期待できる。 

 次回の会議のときに、小さいサイズの物を作ってみようということになった。 

 

 

 

 

 

 



６、８月の活動について 

 ８月３日（水）9:00～ 奥田にて、「竹灯づくり」・・・小倉北区の辻利さんから依頼があったもの。収

益事業。このときに出てきた竹チップを生ごみ処理（コンポスト）に使う。 

 

 ８月12日（金）18:00～ 奥田にて、「夏の夜空の観察会」・・・流星群の観察をする予定です。 

 

〈別紙１〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


